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2026年度 （2027年3月期） 第1四半期決算



連結損益比較表 （サマリー）
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（注）事業利益＝営業利益+海外事業投資に伴う持分法投資損益等

 金融収支（A）-（B） △3,489 △2,786 △703

受取利息及び配当金（A） 1,232 821 ＋411

 減価償却費 17,316 16,793 ＋522

 親会社株主に帰属する
36,800 34,205 ＋2,594

  支払利息（B） 4,722 3,608 ＋1,114

 （参考）

＋7.6%
 四半期純利益

特別損失 13 786 △773

支払利息 ＋1,114

営業外収益 8,464 5,443 ＋3,021 持分法による投資利益 +2,814

特別利益 1,251 2,143 △891

 経常利益 52,303 48,843 ＋3,459 ＋7.1%

4ページ参照
 営業利益 49,505 48,104 ＋1,401

（単位：百万円）
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減 増減率 主な増減要因

＋2.9%

 (事業利益) (50,134) (48,270) (＋1,864) (＋3.9%)

 営業収益 339,048 309,759 ＋29,288 ＋9.5%

16社 15社 ＋1社

合計 133社 126社 ＋7社

2026年度1Q末 2025年度末 比較増減

連結子会社 117社 111社 ＋6社

持分法適用関連会社

営業外費用 5,666 4,704 ＋962

増加：1社

増加：8社 減少：2社

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高



セグメント別営業成績 （サマリー）
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（注）事業利益＝営業利益+海外事業投資に伴う持分法投資損益等

2025年度
1Q累計

10,503

比較増減

エンタ
テインメント

情報・通信 旅行

80,433

連結

29,329 16,115

309,759

339,048△10,996

81,22926,935

都市交通 不動産

＋5,405

(22,837)

△1,526
比較増減

(＋5,868)

（単位：百万円）

営業収益

営業利益
（事業利益）

52,833 128,120
2026年度
1Q累計

2025年度
1Q累計

2026年度
1Q累計

△2,587△170＋968

726 535

5,2893268,159

9,127 155 △2,322

△1,034

53,881 102,683

△1,048 ＋1,523

22,671

(28,706)

2,701

△796

28,077

＋25,437 ＋2,393

12,029

14,591

△1,287＋85＋514

国際輸送 その他

449211

28,863 14,348

26,255 14,251

＋96 △927

△10,068

＋2,608

調整額

＋1,401

(50,134)

(48,270)

＋29,288

(＋1,864)

48,104

49,505

当期業績のポイント

都市交通事業の諸費用が増加したことや、旅行事業及びホテル事業において前年同期の大阪・関西万博開催に伴う特需が

剥落したことに加えて、中東情勢の影響等もあったものの、不動産事業においてマンション分譲戸数が大幅に増加したことや、

スポーツ事業が好調に推移したこと等により、増収・増益
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404億円 ＋10億円 114億円

【業態別内訳】

営業収益 営業利益

2026年度
1Q累計

2025年度
1Q累計

14億円

53,881 △1,048 △1.9%

営業利益 10,503

都市交通その他事業 17億円 11億円 ＋6億円 4億円 0億円

流通事業 － 21億円 △21億円

△1億円

比較増減
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減

鉄道事業 413億円 123億円

・鉄道事業は、阪急線・阪神線の輸送人員が堅調に推移したこと等により増収となったものの、人件費及び減価償却費など
・諸費用が増加したこと等により、減益 （※（注）2のとおり、再編後の流通事業を鉄道事業に統合した影響を含む）

・自動車事業は、前年同期の大阪・関西万博の開催に伴うシャトルバス運行の反動に加えて、燃料価格の上昇等により、減収・減益

（単位：百万円）
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減 増減率

営業収益 52,833

12,029 △1,526 △12.7%

－ 4億円 △4億円

＋3億円

（注）１．別途、本社費・調整額があるため、上表の合算値とセグメント数値は一致しない。

△6億円

△9億円

自動車事業 118億円 119億円 8億円

   ２．都市交通セグメントにおける流通事業について、事業再編の実施に伴い収益・利益規模が縮小することから、2026年度より鉄道事業に統合している。

都市交通セグメント



≪阪急電鉄≫

2026年度
1Q累計

2025年度
1Q累計

比較増減 増減率
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減 増減率

16,446 16,364 ＋82 ＋0.5% 75,738 75,502 ＋236 ＋0.3%

8,845 8,700 ＋145 ＋1.7% 87,647 86,098 ＋1,548 ＋1.8%

7,596 7,462 ＋134 ＋1.8% 59,441 58,287 ＋1,154 ＋2.0%

1,248 1,238 ＋10 ＋0.9% 28,205 27,811 ＋394 ＋1.4%

25,292 25,065 ＋227 ＋0.9% 163,386 161,600 ＋1,785 ＋1.1%

≪阪神電気鉄道≫

2026年度
1Q累計

2025年度
1Q累計

比較増減 増減率
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減 増減率

6,180 6,324 △144 △2.3% 31,388 31,816 △428 △1.3%

3,351 3,276 ＋74 ＋2.3% 33,475 32,753 ＋721 ＋2.2%

3,018 2,949 ＋69 ＋2.4% 26,488 25,894 ＋593 ＋2.3%

332 327 ＋5 ＋1.6% 6,987 6,859 ＋128 ＋1.9%

9,532 9,601 △69 △0.7% 64,864 64,570 ＋293 ＋0.5%

（注） １．収入は百万円未満を、人員は千人未満をそれぞれ切り捨てて表示している。

２．阪急電鉄の定期外収入・人員には、ＰｉＴａＰａ区間指定割引運賃適用の収入・人員を含んでいる。

３．阪急電鉄・阪神電気鉄道ともに、第１種鉄道事業及び第２種鉄道事業の合計である。

４．阪急電鉄・阪神電気鉄道ともに、定期外収入・定期収入（通学除く）には鉄道駅バリアフリー料金を含んでいる。

定期

 うち通勤

 うち通学

合計

定期

 うち通勤

 うち通学

合計

（単位：百万円、千人）

定期外

（単位：百万円、千人）

定期外

収入 人員

収入 人員

≪都市交通≫ 鉄道運輸成績
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（

（注）1. 別途、本社費・調整額があるため、上表の合算値とセグメント数値は一致しない。

    2. 事業利益＝営業利益+海外事業投資に伴う持分法投資損益等

ホテル事業 157億円 179億円 △22億円 7億円 17億円 △10億円

海外不動産事業

89億円

△5億円

営業収益 128,120

住宅事業 707億円 408億円 ＋299億円 173億円

140億円賃貸事業等 476億円 505億円

102,683 ＋25,437 ＋24.8%

事業利益 ）

【業態別内訳】

(＋5,868) (＋25.7%)

営業利益 28,077 22,671

（単位：百万円）
2026年度

1Q累計

39億円 35億円 ＋4億円

△13億円

＋84億円

＋5,405 ＋23.8%

(28,706) (22,837)

(△1億円)
13億円 18億円

(20億円)(19億円)

営業利益（事業利益）

2026年度
1Q累計

2025年度
1Q累計

比較増減
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減

126億円△29億円

営業収益

2025年度
1Q累計

・賃貸事業等は、オフィスが堅調に推移したものの、前年同期に短期回収型の物流施設を売却した反動等があったこと、
・ホテル事業で前年同期の大阪・関西万博開催に伴う需要が剥落したこと等により、減収・減益
・住宅事業は、マンション分譲戸数が大幅に増加したこと等により、増収・増益

比較増減 増減率

不動産セグメント
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（注）別途、本社費・調整額があるため、上表の合算値とセグメント数値は一致しない。

ステージ事業 93億円 85億円 ＋8億円 12億円 10億円 ＋1億円

＋8億円スポーツ事業 200億円 184億円 ＋16億円 84億円 77億円

【業態別内訳】

営業収益 営業利益

2026年度
1Q累計

2025年度
1Q累計

比較増減
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減

営業収益 29,329 26,935 ＋2,393 ＋8.9%

・スポーツ事業は、阪神タイガース関連のグッズ販売等が好調に推移したことにより、増収・増益
・ステージ事業は、梅田芸術劇場や宝塚歌劇の公演収入の増加等により、増収・増益

（単位：百万円）
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減 増減率

営業利益 9,127 8,159 ＋968 ＋11.9%

エンタテインメントセグメント
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国内旅行は堅調に推移したものの、中東情勢の影響を受け、海外旅行の一部ツアーの催行を中止したことや、
前年同期に大阪・関西万博の輸送支援業務を受注していた反動等により、減収・減益

（単位：百万円）
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減 増減率

営業収益 80,433 81,229 △796

営業利益

△1.0%

2,701 5,289 △2,587 △48.9%

情報サービス事業において、エンタープライズ分野（基幹システム等）の受注が増加したこと等により増収となったものの、
諸費用が増加したこと等により、減益

（単位：百万円）
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減 増減率

営業収益 16,115 14,591 ＋1,523

営業利益

＋10.4%

155 326 △170 △52.3%

情報・通信セグメント

旅行セグメント



日本において航空輸送の取扱いが回復してきたことや、米州・東アジア・アセアンにおいて各事業が安定的に推移したこと等により、
増収・増益

（単位：百万円）
2026年度

1Q累計
2025年度

1Q累計
比較増減 増減率

営業収益 28,863 26,255 ＋2,608

営業利益

＋9.9%

726 211 ＋514 ＋242.5%

国際輸送セグメント
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2026年度1Q末 2025年度末 比較増減 主な増減要因

流動資産 755,371 756,658 △1,286
受取手形及び売掛金 △41,737
販売土地及び建物 ＋35,338

固定資産 2,811,687 2,786,931 ＋24,756
有形・無形固定資産 ＋40,526
投資有価証券 △16,307

資産合計 3,567,059 3,543,589 ＋23,470

流動負債 593,785 592,732 ＋1,053

固定負債 1,761,441 1,749,511 ＋11,930

負債合計 2,355,227 2,342,243 ＋12,983   未払金の減少

株主資本 1,030,197 1,028,747 ＋1,450
親会社株主に帰属する四半期純利益 +36,800
自己株式取得 △22,310、支払配当 △11,945

その他の包括利益累計額 77,093 75,201 ＋1,892

非支配株主持分 104,540 97,396 ＋7,143

純資産合計 1,211,832 1,201,345 ＋10,486

自己資本比率 31.0% 31.2% △0.2 p

（注）ネット有利子負債＝有利子負債－現金及び預金

資
産
の
部

負
債
の
部

純
資
産
の
部

（単位：百万円）

2026年度1Q末 2025年度末 比較増減

借入金 1,119,467 1,107,065 ＋12,402

社債 315,000 315,000 －

コマーシャル・ペーパー 60,000 － ＋60,000

リース債務 11,951 12,494 △542

有利子負債 1,506,418 1,434,559 ＋71,859

【参考】ネット有利子負債 1,436,446 1,362,282 ＋74,164

連結貸借対照表
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